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Abstract

　As a result of having estimated an age-specific curve from the records of Japan Masters 

Athletics in elderly, a cubic equation was extracted as a good fit model most.  As a result of 

the findings of a survival rate on the basis of being 50 years old from a life table, and having 

considered the relations with aging and the record, it became clear that a long distance 5,000m 

race was more remarkable than a short distance 100m race as for the retreat of the record 75 

years or older.  This curve by estimate accorded with a survival rate curve. From this, it was 

suggested that maintenance of the physical strength of the stamina system was strongly 

important to maintenance and improvement of the quality of life for the elderly person. Sports 

are important pillers of the active aging.
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１．はじめに

　高齢社会の到来に伴い，高齢者の生活の質

の維持・向上すなわち，アクティブエイジン

グのための具体的な政策ビジョンが急務であ

る．WHOは，1997年「神経学と公衆衛生」専

門家会議（東京）において，脳の老化をはじ

め，認知症など神経系疾患の有病率が増大す

ることを予測し，その対策が急務であること

を強調した1）．この増大する神経疾患系対策

を現実化するために，2002年アクティブエイ

ジングのフレームワーク（Active Ageing: A 

Policy Framework, WHO）を発表した2）．そ

れによるとアクティブ・エイジングに影響す

る因子や決定因子は，次の６つのグループに

分けられるとしている．それは①医療および

社会サービスの向上，②行動的決定要因，③

物理的環境，④個人的要因，⑤社会的要因，

⑥経済的要因である．本稿は人間の生命活動

の基本指標として，生存率を扱い，アクティ

ブエイジングの主として個人的要因である体

力指標とアクティブ・エイジングの関連を求

めるため，マスターズ陸上記録に着目した．

百寿者がヒト（ホモ・サピエンス）の寿命の

記録保持者であるように，マスターズ陸上の

トップ記録は，その年齢のスポーツのみなら

ず健康度の最高峰であると想定した．マスタ

ーズ陸上記録から得られる年齢別記録の推計

曲線は生存率曲線とどのような関係があるの

かを解析した．

　スポーツと寿命についてはさまざまな角度

から研究されているが，スポーツ外傷や急性

心不全などによる突然死などから寿命の延長

にはならないとする見解と，中高年のトレー

ニングによって持久力・筋力の維持，強化さ

れることによるメタボリックシンドローム予

防効果から健康寿命が延伸するとの見解の２

つに分かれる3,4）．両者のいずれの見解も十分

なEvidence（科学的根拠）において量反応関

係は未だ証明されていない．本論文は，スポ

ーツ記録と生存率との関係性を検討した．

２．研究方法

　第20回完全生命表（厚生労働省発表，2010

年）5）から50歳を基準（生存率1.00）とした年

齢別生存率npxを算出した．そこから漸近線

として適合する最適曲線を推計した．

　最適曲線のモデル化は以下の方法で行っ

た．SPSS Advances Models （SPSS 15, OJ.）

の一般化推定方程式から，R2（決定係数）が

最も大きく，有意確率を満たすモデル方程式

を選択した6）．モデル方程式を作成し，エク

セルによって図示化した．

　2013年マスターズ陸上競技の年齢別トップ

記録7）から年齢別記録曲線を推計した．陸上

記録としては，短距離走として100m走，中長

距離走として1500m走，5000m走を抽出し

た．推計の方法は生存率と同様にプログラミ

ングし，R2（決定係数）が最も大きく，有意

確率を満たすモデル方程式を選択した．

３．結果

1）�50歳を基準とした年齢別生存率曲線の作

成

　50歳を基準（生存率1.00）とした年齢別生

存率をもとめ．そこから漸近線として適合す

る最適曲線を表１に推計した．男女とも３次

方程式が最適であることが認められ，以下の

曲線が推計された（表1-1,　表1-2）．

　SR( x, male)＝�0.7940+0.000163 x 2− 

(1.762E−06) x 3� ……式1

　SR( x, female)=�0.7889+0.000157 x 2− 

(1.611E−06) x 3� ……式2

　�　SR( x, male): 男の年齢 x 歳での生存率

(Survival Rate)

　�　SR( x, female): 女の年齢 x 歳での生存率

(Survival Rate)

　図1-1，図1-2に推計方程式を示した．

2）�50歳を基準とした年齢別マスターズ陸上

記録曲線の作成

　年齢別マスターズ陸上競技のトップ成績か
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ら，50歳を基準とした年齢別マスターズ陸上

記録曲線（50歳の記録：時間を1.00としたx歳

での記録値:比率R）

を作成した（表2-1，2）．

　推計された曲線は以下のようであった．

　（図2-1，2，3，4，5，6）

a）男100m走

R( x, male)＝�0.9714+(7.218E−05) x 2− 

(1.287E−06) x 3� ……式3

b）男　1500ｍ走

R( x, male)＝�0.8633+(1.713E−04) x 2− 

(2.463E−06) x 3� ……式4

c）男　5000ｍ走

R( x, male)＝�0.9345+(1.068E−04) x 2−

(1.876E−06) x 3� ……式5

d）女　100ｍ走

R( x, female)＝�0.8716+(1.541E−04) x 2− 

(2.152E−06) x 3� ……式6

e）女　1500m走

R( x, female)＝�1.1839−(6.731E−05) x 2− 

(8.959E−08) x 3� ……式7

f）女　5000ｍ走

R( x, female)＝�0.5925+0.02326 x− 

(3.019E−04) x 2� ……式8

表1．年齢別生存率曲線の推計

表1-1．男の生存率曲線

表1-2．女の生存率曲線
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図1-1．50 歳を基準とした年齢別生存曲線の推計（男） 図1-2．50 歳を基準とした年齢別生存曲線の推計（女）

表2-1．年齢別マスターズ陸上記録曲線の推定（男）

表2-2．年齢別マスターズ陸上記録曲線の推定（女）
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　推定された曲線は，女5000mを除いて３次

方程式で表された．最も決定係数R2が低かっ

たのは，女5000ｍ走で，それ以外はR2≧0.9 

で，よく適合していた．

3）年齢別生存率と競技成績の比較

　図３，図４に男女別50歳を基準とした年齢

別生存率と各陸上競技成績を比較した．年齢

とともに生存率は低下し，85歳以上において

生存率の低下は顕著で，平均寿命の短い男の

図2-1．男100m走の記録の推計 図2-4．女100m走の記録の推計

図2-2．男1500m走の記録の推計 図2-5．女1500m走の記録の推計

図2-3．男5000m走の記録の推計 図2-5．女1500m走の記録の推計
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方がより低下度を増していた．

　陸上記録においては，90歳での記録の後退

は100ｍ 走 よ り5000ｍ 走 の 方 が 大 き く，

1500m走の記録の後退は100m走と5000m走

の中間に位置した．また記録の後退は生存率

の低下と同様，高齢前期75−84歳より後期85

歳において著しい記録の後退を認めた．男女

の記録を比較すると女の生存率は男より低下

しない半面，陸上記録の後退は男より著し

く，女の高齢後期の記録は最も顕著な後退を

示した．

４．考察

　人間の寿命は，戦争などの人災，地震など

の天災がない場合，120歳が限界寿命といわ

れる．高齢者の生存率曲線は，その限界寿命

まで何割の人間が生命を維持できるのかを表

している．今回の解析結果は，男女とも生存

率の低下はべき乗に低下し，75歳以上の高齢

後期に著しく，それに伴い陸上記録の後退が

べき乗に後退し，生存率の低下と相応してい

た．マスターズ陸上，特に長距離走には持久

力の保持が重要であるとされていることか

ら，生存率の低下と持久系の低下とは関連し

ているとは言えないだろうか．

　そのことは，加齢特に，75歳以上において

ADLの低下，QOLの低下が顕著であること

と関連していると考察される．植屋ら8）は，

高齢者の体力とADL・QOLの関連を見出し

た（表３）．その低下度は，65−69歳を基準と

図3．�50歳を基準とした男の年齢別生存率，マスターズ陸上記録

図4．�50歳を基準とした女の年齢別生存率，マスターズ陸上記録

年齢
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表3．�65-69歳を基準としたADL・QOL得点の低下とマスターズ陸上記録の後退

したADL・QOL得点の70歳から79歳の低下

は0.9であった．これに対し，100m走・1500m

走・5000m走は男女いずれも80歳以上で大き

く低下し，その低下は長距離が短距離より顕

著であった．これは握力低下などに代表され

る筋力・筋持久力の低下が顕著になることに

よると考察される．

　今回マスターズ陸上の競技成績に着目した

が，高齢者全体からみれば小数であり，ラン

ダムあるいは層化抽出によって選択された集

団ではない．マスター陸上参加を大きく阻害

する要因には地域差はないと仮定したが，競

技に出場する促進・阻害要因は男女によって

大きく異なっていると仮定される．従って，

競技成績の男女差が生物学的要因によるもの

か社会的要因に基づくものかを今回は検証す

ることはできなかった．また，高齢者になる

に従って転倒による骨折をはじめ関節炎，腰

痛や膝痛などによって，記録を出すことは身

体的にできない個人も多数あることが予想さ

れる9,10,11,12）．その際にはリハビリ・スポーツ

セラピーによって身体機能を復帰させ，競技

成績を回復することが可能なスポーツ環境の

整備が重要である．さらに持久力・筋力のト

レーニングによって潜在的な能力を保持でき

れば加齢による記録の低下は若干改善される

と予想される．こうしたスポーツ環境整備の

フレームワークが立ちあがってこそ個人のア

クティブ・エイジングを可能ならしめると考

えられる．

　また，本稿は，マスターズ陸上競技者の小

数例の検討であり限界はある．このような方

法によって加齢による競技成績の低下を推計

し，観察することは，アクティブエイジング

を進める上で参考資料のひとつとなれば幸い

である．経年的，縦断的に観察を繰り返すこ

とによって，高齢者の体力強化の現状と推移

の考察の一助となることを期待したい．

まとめ

　本稿は，日本のマスターズ陸上記録から記

録の年齢別曲線を推計した結果，３次方程式

モデルが適合度が最も高いことを突き止め

た．生命表から50歳を基準とした生存率をも

とめ，加齢と記録との関係を考察した結果，

75歳以上の記録の後退は長距離5000m走の方

が短距離100m走より著しいことが明らかと

なった．この推計曲線は生存率曲線と一致し

た．このことから高齢者の生活の質の維持・

向上すなわち，アクティブエイジングのため

に持久力系の体力の維持が強く示唆された．
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